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1. 2027年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2026年4月1日～2026年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年3月期中間期 5,552 10.1 319 69.7 349 54.1 219 50.0

2026年3月期中間期 5,045 3.9 188 △13.3 226 △1.0 146 6.5

（注）包括利益 2027年3月期中間期　　280百万円 （△39.2％） 2026年3月期中間期　　460百万円 （236.3％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2027年3月期中間期 33.03 ―

2026年3月期中間期 22.07 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2027年3月期中間期 11,810 6,364 53.9

2026年3月期 12,099 6,203 51.3

（参考）自己資本 2027年3月期中間期 6,364百万円 2026年3月期 6,203百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年3月期 ― 0.00 ― 18.00 18.00

2027年3月期 ― 0.00

2027年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2027年 3月期の連結業績予想（2026年 4月 1日～2027年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,600 3.7 600 46.3 650 31.6 450 5.5 67.70

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年3月期中間期 7,045,200 株 2026年3月期 7,045,200 株

② 期末自己株式数 2027年3月期中間期 396,455 株 2026年3月期 398,455 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年3月期中間期 6,647,316 株 2026年3月期中間期 6,635,345 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
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１．当中間決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、景気の緩やかな回復が継続しました。先行きについては、各種の

政策効果もあって景気の緩やかな回復が継続していくことが期待されますが、内外の政治・経済の動向や国内金

融情勢、人手不足・賃上げ、物価高の影響などを十分に注視する必要があります。

当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、足元で生産台数が前

年比増加しておりますが、米国の通商政策や中東情勢などの影響も懸念され、先行き不透明な状況にあります。

鉄鋼産業は、粗鋼生産量は足元微増も依然として厳しい状況が継続しております。

このような状況のなか、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推

進してまいりました。この結果、当中間連結会計期間の売上高は55億5千2百万円と前年同期比10.1％増加いたし

ました。利益面では、営業利益は3億1千9百万円（前年同期比69.7％増）、経常利益は3億4千9百万円（前年同期

比54.1％増）、親会社株主に帰属する中間純利益は2億1千9百万円（前年同期比50.0％増）となりました。

①事業の分野別業績

鋳造事業は、主力製品の販売増加により、売上高22億8千万円（売上高比率41.1％）と前年同期比7.4％増加いた

しました。

鉄鋼事業は、当社がメンテナンスを担当する高炉での受注減により、売上高4億5百万円（売上高比率7.3％）と

前年同期比13.3％減少いたしました。

工業炉事業は、大型案件の進捗が寄与し、売上高8億7百万円（売上高比率14.5％）と前年同期比5.6％増加いた

しました。

環境・工事事業は、民間焼却設備の受注増により、売上高16億7千5百万円（売上高比率30.2％）と前年同期比

35.7％増加いたしました。

不動産事業は、売上高1億9千6百万円（売上高比率3.5％）とほぼ前年並み（前年同期比0.6％減）となりまし

た。

塗料循環装置事業は、受注案件の納期の影響があり、売上高1億8千5百万円（売上高比率3.3％）と、前年同期比

27.4％減少いたしました。

②セグメントの業績

耐火物事業の売上高は26億6千5百万円（売上高比率48.0％）と前年同期比2.8％増加し、営業利益は1億5千4百万

円と前年同期比27.5％増加いたしました。エンジニアリング事業の売上高は25億4百万円（売上高比率45.1％）と

前年同期比25.4％増加し、営業利益は4億1千2百万円と前年同期比36.6％増加いたしました。不動産事業の売上高

は1億9千6百万円（売上高比率3.5％）と前年同期比0.6％減少し、営業利益は1億6百万円と前年同期比7.1％減少い

たしました。その他事業の売上高は1億8千5百万円（売上高比率3.3％）と前年同期比27.4％減少し、営業損失は2

千4百万円（前年同期は営業利益1千万円）となりました。

(2）財政状態に関する説明

当中間連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比2億6千1百万円（3.7％）減少し、67億9千8百万円となり

ました。

当中間連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末比2千7百万円（0.6％）減少し、50億1千1百万円となり

ました。

これにより、当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比2億8千9百万円（2.4％）減少し、118億1千

万円となりました。

当中間連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比2億2千4百万円（5.8％）減少し、36億2千7百万円とな

りました。

当中間連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比2億2千5百万円（11.1％）減少し、18億1千8百万円と

なりました。

当中間連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比1億6千万円（2.6％）増加し、63億6千4百万円となりま

した。

この結果、当中間連結会計期間末の自己資本比率は53.9％（前連結会計年度末は51.3％）となりました。
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キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前中間連結会計期間末比7億7千3百万円増加し、25億9千

万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前中間純利益3億7千1百万円、

減価償却費1億8千7百万円などにより8億2千5百万円の収入となりました。（前年同期は1億8千9百万円の収入）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得1億3千3百万円などに

より1億5千5百万円の支出となりました。（前年同期は2億2千3百万円の支出）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済2億2千万円などにより2

億8千万円の支出となりました。（前年同期は1億2千7百万円の収入）

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年3月期の通期連結業績予想（2026年4月1日～2027年3月31日）につきましては、2026年5月14日に公表いた

しました連結業績予想から修正は行っておりません。

なお、業績予想を見直す必要が生じた場合は、速やかに開示する予定です。

（注）上記の業績予想につきましては、本資料発表現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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